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特集

小児疾患の
栄養管理

─子どもの「食べる力」と未来を支える栄養ケア─

　子どもの成長は、身体的な発達だけでなく、心の成長や生活習慣の形成にも大きく
関わる大切な時期です。その一方で、疾患を抱える子どもたちにとって「食べること」
は、単なる栄養補給ではなく、治療を支え、成長を守り、未来につながる重要な営みと
なります。小児領域の栄養管理では、年齢や発達段階、疾患の特性を踏まえながら、
必要な栄養を確保し、健やかな成長を支援する視点が欠かせません。成人と同じ考え
方では対応できない場面も多く、子ども本人だけでなく、家庭環境や保護者の不安に
も寄り添った継続的な栄養サポートが求められています。
　本特集では、まず総論として「成長・発達を支える栄養アプローチ」を取り上げ、小
児期の栄養評価や発達段階に応じた栄養管理の基本を整理します。小児１型糖尿
病では、成長期における血糖管理と食事の両立、患者自身が食と向き合うための支
援について解説します。また、思春期に多くみられるやせ症では身体的な回復を目指
すだけでなく、心理的背景を理解した栄養介入の重要性を考えます。さらに、小児がん
における治療課程では栄養状態の維持・改善に向けた取り組み、そして食物アレル
ギーにおいては、必要な食事制限を行いながら成長に必要な栄養を確保するための
実践的な管理について紹介します。
　子どもたちが「食べること」を楽しみながら成長し、その先の人生を豊かに歩んでいく
ために、管理栄養士には疾患管理だけでなく子どもの可能性を支える視点が求められ
ます。本特集が、小児の栄養ケアに向き合う皆さまの日々の実践にお役にたてれば幸
いです。
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を
行
い
、早
期
介
入
に
つ
な
げ
て
い
る
。

発
達
段
階
ご
と
に
異
な
る

栄
養
管
理

乳
児
期
の
生
後
１
年
は
人
生
で
最
も

成
長
速
度
が
速
く
、
母
乳
・
人
工
乳
が

栄
養
の
主
体
と
な
る
。
小
児
医
療
で
使

用
さ
れ
る
ミ
ル
ク
は
、
一
般
的
な
育
児

用
ミ
ル
ク
だ
け
で
は
な
い
。
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
に
対
す
る
加
水
分
解
乳
や
ア
ミ

ノ
酸
乳
、
代
謝
異
常
症
用
ミ
ル
ク
、
消

化
吸
収
障
害
、
腎
疾
患
に
対
応
し
た
特

殊
ミ
ル
ク
な
ど
、
多
様
な
製
品
が
存
在

す
る
。
病
態
に
応
じ
た
ミ
ル
ク
の
選
択

は
、
小
児
栄
養
管
理
の
特
徴
の
一
つ
で

あ
る
。
ま
た
、
必
要
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を

確
保
す
る
た
め
に
ミ
ル
ク
の
濃
度
を
高

め
る
際
は
、
浸
透
圧
へ
の
配
慮
が
欠
か

せ
な
い
。
過
度
に
高
い
浸
透
圧
は
、
下

痢
や
腹
部
膨
満
な
ど
の
消
化
器
症
状
を

引
き
起
こ
す
だ
け
で
な
く
、
乳
児
の
未

熟
な
腎
機
能
に
対
し
て
過
剰
な
溶
質
負

荷
を
与
え
る
リ
ス
ク
が
あ
る
た
め
、
段

階
的
な
濃
度
調
整
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が

は
じ
め
に

小
児
の
栄
養
管
理
は
単
な
る
栄
養
補

給
で
は
な
い
。
発
達
段
階
に
応
じ
た
栄

養
支
援
を
通
じ
て
、
子
ど
も
の
健
や
か

な
成
長
・
発
達
を
支
え
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
小
児
栄
養
管
理

の
基
本
と
な
る
考
え
方
と
実
践
の
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

小
児
栄
養
管
理
で

最
も
重
要
な「
成
長
評
価
」

小
児
で
は「
成
長
」と
い
う
将
来
に
向

け
た
視
点
が
欠
か
せ
な
い
。
小
児
期
は

出
生
か
ら
思
春
期
ま
で
の
長
い
期
間
を

含
み
、
そ
の
間
に
身
体
発
育
、
神
経
発

達
、
精
神
発
達
が
進
む
。
こ
の
期
間
の

体
重
減
少
や
体
重
増
加
不
良
は
、
発
達

に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
さ
ら

に
疾
患
を
有
す
る
児
で
は
、
栄
養
障
害

を
き
た
し
や
す
い
状
態
と
な
る
。

小
児
栄
養
管
理
の
特
徴
は「
現
在
の

栄
養
状
態
」だ
け
で
な
く「
成
長
し
て
い

る
か
」を
評
価
す
る
点
に
あ
る
。
そ
の

た
め
身
長
、
体
重
だ
け
で
は
不
十
分
で

あ
り
、
成
長
曲
線
を
用
い
た
経
時
的
評

価
が
必
要
と
な
る
。
例
え
ば
体
重
が
基

準
範
囲
内
で
あ
っ
て
も
、
以
前
よ
り
増

加
速
度
が
低
下
し
て
い
る
、
あ
る
い
は

成
長
曲
線
の
Ｓ
Ｄ
ス
コ
ア
が
下
降
し
て

い
る
場
合
に
は
、
栄
養
障
害
が
進
行
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
反
対
に
、
体

重
増
加
は
良
好
で
あ
っ
て
も
身
長
の
伸

び
が
停
滞
し
て
い
る
場
合
に
は
、
慢
性

的
な
栄
養
不
足
や
基
礎
疾
患
の
存
在
を

考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
現
在
の
体
格

だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う

に
成
長
し
て
き
た
か
を
評
価
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
近
年
は
入
院
時
か
ら
栄
養
リ

ス
ク
を
把
握
す
る
た
め
、
小
児
に
お
い

て
も
栄
養
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
・
栄
養
評

価
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
成
人

で
は
Ｇ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
基
準
に
代
表
さ
れ
る
低

栄
養
診
断
基
準
が
普
及
し
て
い
る
が
、

小
児
で
は
成
長
・
発
達
を
考
慮
し
た
統

一
的
な
栄
養
診
断
基
準
は
確
立
さ
れ
て

い
な
い
。
そ
の
た
め
、
小
児
の
栄
養
評

価
で
は
成
長
曲
線
を
中
心
に
Ｗ
ａ
ｔ
ｅ

ｒ
ｌ
ｏ
ｗ
分
類
、
体
重
減
少
率
、
摂
取

量
、
基
礎
疾
患
、
摂
食
機
能
な
ど
複
数

の
指
標
を
組
み
合
わ
せ
て
総
合
的
に
判

断
す
る
必
要
が
あ
る
。
当
院
で
も
こ
れ

ら
の
項
目
を
組
み
合
わ
せ
て
栄
養
評
価

小
児
に
と
っ
て
栄
養
は
、健
全
な
発
育
・
発
達
の
た
め
に
も
不
可
欠
だ
。

特
に
疾
患
の
あ
る
小
児
に
対
し
て
は
、症
状
や
年
齢
に
応
じ
た

栄
養
管
理
を
多
職
種
が
連
携
し
て
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

静
岡
県
立
こ
ど
も
病
院
の
八
木
佳
子
氏
に
、あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
解
説
し
て
も
ら
っ
た
。

小児疾患の栄養管理
〜成長・発達を支える栄養アプローチ〜

静岡県立こども病院　栄養管理室
室長　八木佳子

総 論
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求
め
ら
れ
る
。

幼
児
期
は
離
乳
食
か
ら
幼
児
食
へ
の

移
行
の
時
期
で
あ
り
、
摂
食
機
能
獲
得

の
た
め
の
重
要
な
過
程
で
も
あ
る
。
咀

嚼
や
嚥
下
機
能
の
発
達
、
味
覚
形
成
、

食
習
慣
形
成
に
関
わ
る
た
め
、
摂
取
量

だ
け
で
は
な
く
発
達
段
階
に
応
じ
た
食

形
態
に
な
っ
て
い
る
か
を
評
価
す
る
必

要
が
あ
る
。
ま
た
、
偏
食
や
少
食
へ
の

対
応
、
発
達
障
害
や
摂
食
嚥
下
障
害
へ

の
配
慮
も
重
要
で
あ
る
。
特
に
発
達
特

性
を
有
す
る
児
で
は
、
食
べ
ら
れ
る
食

品
が
限
定
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
家
庭

と
連
携
し
な
が
ら
長
期
的
な
視
点
で
支

援
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

思
春
期
は
第
二
次
性
徴
に
伴
う
急
速

な
成
長
の
時
期
で
あ
り
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
た
ん
ぱ
く
質
需
要
が
増
加
す

る
。
一
方
で
、
や
せ
願
望
や
過
度
な
食

事
制
限
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
よ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
不
足
な
ど
新
た
な
課
題
も
生
じ

る
。
思
春
期
で
は
本
人
の
意
思
決
定
が

栄
養
状
態
に
大
き
く
影
響
す
る
た
め
、

保
護
者
だ
け
で
な
く
本
人
へ
の
支
援
も

重
要
と
な
る
。

必
要
量
の
算
定

小
児
の
必
要
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
は
基
礎

代
謝
量
、
身
体
活
動
量
お
よ
び
成
長
に

伴
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
蓄
積
量
を
考
慮
し
て

算
定
す
る（
表
）。
疾
患
児
で
は
病
態
に

よ
る
代
謝
変
化
や
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
成

長
の
必
要
性
を
踏
ま
え
、
個
別
に
設
定

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
た
ん
ぱ
く

質
は
成
長
や
組
織
合
成
に
不
可
欠
な
栄

養
素
で
あ
り
、
低
栄
養
時
に
は
２
〜
３

ｇ
／
㎏
／
日
程
度
を
目
標
と
す
る
こ
と

も
あ
る
。
し
か
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足

の
状
態
で
は
、
た
ん
ぱ
く
質
は
組
織
合

成
で
は
な
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
利

用
さ
れ
る
た
め
、
十
分
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

投
与
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
す
る
必
要

が
あ
る
。
小
児
に
お
け
る
Ｎ
Ｐ
Ｃ
／
Ｎ

比（
非
た
ん
ぱ
く
カ
ロ
リ
ー
窒
素
比
：

窒
素
量（
ｇ
）＝
た
ん
ぱ
く
質
量（
ｇ
）÷

６
・
25
）は
、
病
態
や
年
齢
に
よ
っ
て

異
な
る
も
の
の
、
一
般
的
に
は
１
５
０

〜
２
０
０
を
目
安
と
す
る
。
必
要
量
は

あ
く
ま
で
推
定
値
で
あ
り
、
成
長
曲
線

や
体
重
増
加
速
度
を
確
認
し
な
が
ら
継

続
的
に
評
価
・
調
整
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

家
族
支
援
と

多
職
種
連
携
の
重
要
性

小
児
栄
養
管
理
で
は
、
支
援
対
象
は

患
児
だ
け
で
は
な
い
。
保
護
者
が
栄
養

管
理
の
主
体
で
あ
り
、
家
族
の
理
解
、

養
育
環
境
、
経
済
状
況
、
食
へ
の
価
値

観
な
ど
が
栄
養
状
態
に
大
き
く
影
響
す

る
。
そ
の
た
め「
指
導
す
る
」の
で
は
な

く「
家
族
と
一
緒
に
成
長
を
支
え
る
」と

い
う
姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
。
特
に
摂
食

嚥
下
障
害
や
医
療
的
ケ
ア
を
要
す
る
児

の
支
援
で
は
医
師
、
看
護
師
、
管
理
栄

養
士
に
加
え
、
理
学
療
法
士
や
作
業
療

法
士
、
言
語
聴
覚
士
と
の
連
携
が
欠
か

せ
な
い
。
姿
勢
保
持
や
食
具
の
選
択
、

一
口
量
の
調
整
な
ど
多
角
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
に
よ
っ
て「
安
全
に
、
か
つ
楽

し
く
食
べ
る
」環
境
を
整
え
る
こ
と
が
、

児
と
家
族
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
に
つ
な
が
る
。

小
児
の
栄
養
管
理
で
は
医
療
機
関
の

み
で
完
結
す
る
こ
と
は
少
な
く
、
地
域

を
含
め
た
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
構
築
が
重

要
で
あ
る
。
保
育
園
や
学
校
、
訪
問
看

護
、
行
政
機
関
な
ど
と
連
携
し
、
継
続

し
た
支
援
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。

お
わ
り
に

子
ど
も
の
成
長
は
一
人
の
医
療
者
、

一
つ
の
施
設
だ
け
で
支
え
ら
れ
る
も
の

で
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
児
の

食
や
栄
養
に
関
わ
る
管
理
栄
養
士
・
栄

養
士
が
情
報
を
共
有
し
、
連
携
し
な
が

ら
成
長
を
見
守
る
こ
と
が
、
小
児
栄
養

管
理
の
質
の
向
上
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
。

小児疾患の栄養管理
─子どもの「食べる力」と未来を支える栄養ケア─
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表　栄養基準（エネルギー）算定表
基礎エネルギーと成長に伴う組織増加分のエネルギー

年齢

男性 女性
基礎代謝
基準値

（kcal/kg/体重 /日）

基礎
体重
（kg）

基礎
代謝量
（kcal/日）

体重
増加量
（kg/年）

組織増加分
エネルギー蓄積量
（kcal/日）

基礎代謝
基準値

（kcal/kg/体重 /日）

基礎
体重
（kg）

基礎
代謝量
（kcal/日）

体重
増加量
（kg/年）

組織増加分
エネルギー蓄積量
（kcal/日）

1～2 61 .0 11 .5 700 2 .1 20 59 .7 11 .0 660 2 .2 15
3～5 54 .8 16 .5 900 2 .1 10 52 .2 16 .1 840 2 .2 10
6～7 44 .3 22 .2 980 2 .6 15 41 .9 21 .9 920 2 .5 20
8～9 40 .8 28 .0 1140 3 .4 25 38 .3 27 .4 1050 3 .6 30

10～11 37 .4 35 .6 1330 4 .6 40 34 .8 36 .3 1260 4 .5 30
12～14 31 .0 49 .0 1520 4 .5 20 29 .6 47 .5 1410 3 .0 25
15～17 27 .0 59 .7 1610 2 .0 10 25 .3 51 .9 1310 0 .7 10

基礎代謝量（kcal/kg/日）×体重（kg）×活動指数×ストレス係数＋組織追加分エネルギー（kcal/日）＝ 必要エネルギー（kcal/日） 
出典：厚生労働省「日本人の食事摂取基準 2025年版」を元に静岡県立こども病院作成
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に
着
目
し
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
イ
ン
ス

リ
ン
量
を
決
定
す
る
手
法
で
す
。

◆�

カ
ー
ボ
カ
ウ
ン
ト
と�

栄
養
バ
ラ
ン
ス

ま
ず
は
糖
質
を
多
く
含
む
食
品
を
見

分
け
る
力
を
養
い
、
次
に
食
品
に
含
ま

れ
る
糖
質
量
を
正
し
く
見
積
も
る
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
始
め
ま
す
。
こ
の
時
の

正
確
性
は
ざ
っ
く
り
で
よ
く
、
細
か
く

し
す
ぎ
る
と
カ
ー
ボ
カ
ウ
ン
ト
を
実
践

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
糖
質
量
だ
け
に

偏
重
す
る
と
、
脂
質
や
た
ん
ぱ
く
質
の

過
不
足
や
糖
質
の
極
端
な
制
限
な
ど
が

起
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。「
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
食
事
」と
い
う
大
枠
の
中
に

カ
ー
ボ
カ
ウ
ン
ト
を
組
み
込
む
視
点

が
、
管
理
栄
養
士
の
専
門
性
で
す
。

◆�

応
用
カ
ー
ボ
カ
ウ
ン
ト
と�

イ
ン
ス
リ
ン
調
整

食
事
に
よ
っ
て
イ
ン
ス
リ
ン
量
を
調

整
す
る
た
め
に
は「
糖
質
／
イ
ン
ス
リ

小
児
１
型
糖
尿
病
治
療
に
お
け
る

栄
養
管
理
の
役
割

小
児
１
型
糖
尿
病
の
治
療
目
標
は
、

単
な
る
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル（
Ｈ
ｂ
Ａ

１
ｃ
の
維
持
）で
は
な
く
、
最
も
重
要

な
の
は
、
糖
尿
病
を
持
た
な
い
子
ど
も

と
同
等
の「
健
全
な
成
長
と
発
達
」を
遂

げ
る
こ
と
、
そ
し
て
成
人
期
に
向
け
た

「
自
己
管
理
能
力
の
育
成
」と「
高
い
Ｑ

Ｏ
Ｌ（
生
活
の
質
）の
維
持
」の
両
立
に

あ
り
ま
す
。

一
昔
前
の
糖
尿
病
食
事
療
法
は
、
糖

尿
病
食
事
療
法
の
た
め
の
食
品
交
換
表

を
用
い
た
厳
格
な
単
位
管
理
や
、
間
食

の
制
限
が
主
流
で
し
た
。
し
か
し
、
現

在
は
頻
回
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
療
法（
Ｍ

Ｄ
Ｉ
）や
持
続
皮
下
イ
ン
ス
リ
ン
注
入

療
法（
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｉ
／
Ｓ
Ａ
Ｐ
）と
い
っ
た

イ
ン
ス
リ
ン
療
法
の
進
歩
に
よ
り
、「
食

事
に
合
わ
せ
て
イ
ン
ス
リ
ン
を
調
整
す

る
」と
い
う
考
え
方
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム

シ
フ
ト
の
中
で
、
管
理
栄
養
士
に
は
、

最
新
の
デ
バ
イ
ス
を
使
い
こ
な
し
な
が

ら
、
子
ど
も
の
食
卓
に
笑
顔
を
取
り
戻

す「
伴
走
者
」と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

小
児
期
の
栄
養
管
理
で
は
、
日
本
人

の
食
事
摂
取
基
準
を
参
考
に
し
な
が

ら
、「
成
長
曲
線
」を
指
標
に
し
て
摂
取

エ
ネ
ル
ギ
ー
量
の
評
価
を
行
い
ま
す
。

定
期
的
に
身
長
・
体
重
の
推
移
を
プ
ロ

ッ
ト
し
、
成
長
曲
線
か
ら
逸
脱
し
て
い

な
い
か
を
確
認
し
ま
す
。
も
し
体
重
増

加
が
不
良
で
あ
れ
ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂

取
不
足
か
イ
ン
ス
リ
ン
不
足
に
よ
る
同

化
作
用
の
低
下
を
疑
い
ま
す
。
逆
に
過

剰
な
体
重
増
加
が
見
ら
れ
る
場
合
は
、

単
な
る
食
事
の
過
剰
摂
取
の
場
合
も
あ

り
ま
す
が
、
イ
ン
ス
リ
ン
過
剰
投
与
に

よ
る
食
欲
増
進
や
低
血
糖
や
低
血
糖
予

防
の
た
め
の
頻
回
な
補
食
の
影
響
も
考

慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
数
値
上
の

血
糖
値
に
目
を
奪
わ
れ
、
子
ど
も
の
身

体
の
サ
イ
ン
を
見
落
と
さ
な
い
こ
と
が

大
事
で
す
。

カ
ー
ボ
カ
ウ
ン
ト
の

実
践
と
応
用

「
カ
ー
ボ
カ
ウ
ン
ト
」（
図
）は
、
小
児

１
型
糖
尿
病
で
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る

食
事
療
法
で
す
。
こ
れ
は
、
血
糖
上
昇

の
主
因
で
あ
る
炭
水
化
物（
糖
質
）の
量

小
児
１
型
糖
尿
病
は「
健
常
児
と
変
わ
ら
な
い
生
活
」が
送
れ
る
よ
う
、

細
心
の
注
意
を
払
う
べ
き
事
象
が
あ
る
。
大
阪
公
立
大
学
医
学
附
属
病
院
の

藤
本
浩
毅
氏
に
、栄
養
管
理
の
観
点
か
ら
解
説
し
て
も
ら
っ
た
。

小児1型糖尿病における栄養管理の
パラダイムシフトと実践的アプローチ

大阪公立大学医学部附属病院
栄養部　藤本浩毅

小児1型糖尿病
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ン
比（
Ｉ
／
Ｃ
比
）」の
設
定
が
必
要
に

な
り
ま
す
が
、
個
々
の
患
児
の
イ
ン
ス

リ
ン
感
受
性
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

ま
た
、
朝
食
は
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
が

高
く
、
夕
食
は
低
い
と
い
っ
た
日
内
変

動
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

管
理
栄
養
士
は
、
食
事
記
録
と
Ｃ
Ｇ
Ｍ

（
持
続
血
糖
測
定
）デ
ー
タ
を
照
ら
し
合

わ
せ
、
高
血
糖
や
低
血
糖
に
な
っ
て
い

る
と
き
の
食
事
内
容
を
聞
き
取
り
適
切

な
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
を
行
っ
た
結
果
か

ど
う
か
を
評
価
し
主
治
医
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
す
る
重
要
な
役
割
を
担
い
ま

す
。
ま
た
、
後
述
す
る
他
の
栄
養
素
の

影
響
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
食
事
全
体

を
評
価
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

高
た
ん
ぱ
く
質
・
高
脂
質
食
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ

糖
質
量
を
完
璧
に
計
算
し
て
イ
ン
ス

リ
ン
を
打
っ
て
も
、
ピ
ザ

や
焼
肉
、
揚
げ
物
な
ど
の

後
に「
数
時
間
経
っ
て
か

ら
血
糖
が
上
が
る
」現
象

に
悩
む
家
族
は
多
い
も
の

で
す
。
こ
れ
は
、
脂
質
や

た
ん
ぱ
く
質
が
胃
排
泄
を

遅
延
さ
せ
、
ま
た
糖
新
生

を
促
進
す
る
た
め
に
起
こ

り
ま
す
。

糖
質
以
外
の
栄
養
素
を

イ
ン
ス
リ
ン
量
に
換
算
す

る「
フ
ァ
ッ
ト
・
プ
ロ
テ

イ
ン
・
ユ
ニ
ッ
ト（
Ｆ
Ｐ

Ｕ
）」と
い
う
考
え
方
が
あ

り
ま
す
が
、
脂
質
＋
た
ん

ぱ
く
質
１
０
０
㎉
を
１
Ｆ

Ｐ
Ｕ
と
し
て
そ
れ
に
応
じ

た
追
加
イ
ン
ス
リ
ン
量

を
、
イ
ン
ス
リ
ン
ポ
ン
プ

の「
ス
ク
エ
ア（
持
続
注

入
）」や「
デ
ュ
ア
ル（
分
割

注
入
）」を
用
い
て
数
時
間
か
け
て
投
与

す
る
こ
と
で
、
食
後
数
時
間
後
の
血
糖

上
昇
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
ペ
ン
型
イ
ン
ス
リ
ン
の

場
合
で
あ
れ
ば
、
食
後
打
ち
に
す
る
な

ど
で
対
応
し
ま
す
。
こ
う
し
た
高
度
な

調
整
を
提
案
で
き
る
こ
と
は
、
患
者
の

食
の
選
択
肢
を
広
げ
る
こ
と
に
繋
が
り

ま
す
。

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別
の

課
題
と
心
理
的
サ
ポ
ー
ト

小
児
期
は
発
達
段
階
に
よ
っ
て
、
食

事
の
問
題
が
大
き
く
変
化
し
ま
す
。

乳
幼
児
期（
依
存
期
）

食
べ
ム
ラ
や
遊
び
食
べ
が
激
し
く
、

食
前
イ
ン
ス
リ
ン
投
与
が
困
難
な
時
期

で
す
。
無
理
に
食
べ
さ
せ
よ
う
と
す
れ

ば
食
事
そ
の
も
の
が
苦
痛
に
な
り
、
親

子
関
係
が
悪
化
し
ま
す
。
イ
ン
ス
リ
ン

の「
後
打
ち
」を
許
容
し（
主
治
医
に
要

確
認
）、
一
口
で
も
食
べ
ら
れ
た
こ
と

を
褒
め
る
よ
う
な
家
族
の
メ
ン
タ
ル
ケ

ア
を
優
先
し
た
指
導
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

学
童
期（
自
立
へ
の
移
行
期
）

学
校
生
活
が
中
心
と
な
り
ま
す
。
給

食
の
糖
質
量
を
事
前
に
把
握
で
き
る
よ

う
に
自
治
体
や
学
校
と
連
携
す
る
こ

と
、
ま
た
放
課
後
の
部
活
動
に
応
じ
た

補
食（
10
〜
15
ｇ
程
度
の
糖
質
）も
検
討

し
ま
す
。

思
春
期（
葛
藤
と
自
立
期
）

反
抗
期
、
体
型
へ
の
こ
だ
わ
り
、
友

人
と
の
外
食
、
そ
し
て
病
気
へ
の
拒
絶

感
─
─
。
こ
れ
ら
が
重
な
り
、
イ
ン
ス

リ
ン
の
打
ち
忘
れ
や
過
食
が
生
じ
や
す

く
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
は「
正
論
」は
通

用
し
な
い
の
で
、「
ど
う
す
れ
ば
本
人

の
や
り
た
い
こ
と（
部
活
、
ダ
イ
エ
ッ

ト
、
遊
び
）を
、
糖
尿
病
と
一
緒
に
叶

え
ら
れ
る
か
」と
い
う
歩
み
寄
り
の
姿

勢
が
必
要
で
す
。

食
の
自
由
が
も
た
ら
す
希
望

小
児
１
型
糖
尿
病
の
栄
養
管
理
の
最

終
的
な
ゴ
ー
ル
は
、
患
者
が「
私
は
糖

尿
病
だ
か
ら
、
こ
れ
を
食
べ
て
は
い
け

な
い
」と
諦
め
る
の
で
は
な
く「
私
は
糖

尿
病
だ
け
ど
、
イ
ン
ス
リ
ン
を
調
整
す

れ
ば
何
だ
っ
て
食
べ
ら
れ
る
し
、
何

だ
っ
て
で
き
る
」と
い
う
自
信（
自
己
効

力
感
）を
持
つ
こ
と
で
す
。

管
理
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
指
導
は
、

単
な
る
知
識
の
伝
達
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
は
、
病
気
と
共
に
生
き
る
子

ど
も
た
ち
の
人
生
に
寄
り
添
い
、
食
と

い
う
根
源
的
な
喜
び
を
保
障
す
る
た
め

の
最
も
人
間
的
な
医
療
介
入
の
一
つ
な

の
で
す
。
科
学
的
な
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基

づ
き
つ
つ
も
、
一
人
ひ
と
り
の
生
活
に

即
し
た
柔
軟
な
支
援
を
実
践
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小児疾患の栄養管理
─子どもの「食べる力」と未来を支える栄養ケア─

特集

図　糖尿病の食事療法テキスト「カーボカウント」
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て
も
、「
根
性
論
」や「
心
の
弱
さ
」と
家

族
や
本
人
に
誤
解
さ
れ
て
し
ま
う
と
、

信
頼
関
係
の
構
築
で
つ
ま
ず
い
て
し
ま

う
お
そ
れ
が
あ
る
。
そ
の
た
め
私
は
、

「
ス
ト
レ
ス
」と
い
う
言
葉
を「
疲
れ
」に

置
き
換
え
、「
成
長
期
な
の
で
、
ち
ょ
っ

と
し
た
こ
と
で
も“
疲
れ
”や
す
い
ん
で

す
よ
」と
説
明
す
る
こ
と
が
多
い
。

各
病
気
へ
の
対
応

〈
神
経
性
や
せ
症
〉

神
経
性
や
せ
症
の
場
合
、
目
標
体
重

や
体
重
増
加
速
度
、
体
重
測
定
の
場
所

や
頻
度
と
い
っ
た
治
療
上
の
ル
ー
ル
は

主
治
医
と
本
人
で
決
め
る
。
管
理
栄
養

士
の
役
割
は
、
約
束
し
た
目
標
を
達
成

す
る
た
め
の
食
事
量
や
食
事
内
容
を
指

導
す
る
こ
と
で
あ
る
。

治
療
の
焦
点
は
、
健
康
的
な
体
重
を

回
復
さ
せ
る
こ
と
、
食
習
慣
を
普
通
化

す
る
こ
と
、
食
べ
物
の
選
択
肢
を
広
げ

る
こ
と
、
そ
し
て
食
べ
る
こ
と
・
食
べ

物
・
体
重
や
体
型
に
関
す
る
歪
ん
だ
態

度
や
信
念
を
変
え
る
手
助
け
を
す
る
こ

は
じ
め
に

皆
さ
ん
は
思
春
期
の
子
ど
も
た
ち
の

栄
養
相
談
で
、「
食
べ
な
い
」「
食
べ
ら

れ
な
い
」と
い
う
訴
え
に
出
会
っ
た
こ

と
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
時
期
特
有

の
身
体
的
・
心
理
的
変
化
は
、
時
と
し

て
深
刻
な
栄
養
問
題
を
引
き
起
こ
す
こ

と
が
あ
る
。
今
回
は
、
思
春
期
に
起
こ

り
や
す
い
摂
食
症（
摂
食
障
害
）に
つ
い

て
、
管
理
栄
養
士
と
し
て
押
さ
え
て
お

き
た
い
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
て
み
た

い
。

思
春
期
の
摂
食
症
を
理
解
す
る

思
春
期
の
摂
食
症
に
は
多
様
な
病
態

が
存
在
す
る
が
、
本
稿
で
は
管
理
栄
養

士
が
臨
床
で
遭
遇
す
る
こ
と
の
多
い
病

型
と
し
て
、「
神
経
性
や
せ
症
」と「
回

避
・
制
限
性
食
物
摂
取
症（
Ａ
Ｒ
Ｆ
Ｉ

Ｄ
）」の
２
つ
を
中
心
に
取
り
上
げ
る
。

神
経
性
や
せ
症
は
、
体
重
増
加
へ
の

強
い
恐
怖
や
体
型
へ
の
歪
ん
だ
認
識
を

特
徴
と
す
る
疾
患
で
あ
る
。
一
方
Ａ
Ｒ

Ｆ
Ｉ
Ｄ
は
、Ｄ
Ｓ
Ｍ-

５（
２
０
１
３
年
）

で
新
設
さ
れ
、
最
新
の
Ｄ
Ｓ
Ｍ-

５-

Ｔ
Ｒ（
２
０
２
２
年
）に
お
い
て
も
定
義

さ
れ
て
い
る
疾
患
で
あ
り
、
や
せ
願
望

を
伴
わ
ず
に
十
分
な
食
事
摂
取
が
困
難

と
な
る
状
態
を
指
す
。
興
味
深
い
こ
と

に
、
思
春
期
の
子
ど
も
た
ち
の
場
合
、

明
確
な
や
せ
願
望
が
な
い
ケ
ー
ス
も
多

い
。「
な
ん
と
な
く
不
調
で
不
登
校
気

味
に
な
り
、
内
科
や
小
児
科
を
受
診
し

て
も
血
液
検
査
に
異
常
は
な
く
、『
と

り
あ
え
ず
休
み
ま
し
ょ
う
』と
言
わ
れ

る
」状
況
か
ら
、
次
第
に
食
べ
な
い
・

食
べ
ら
れ
な
い
・
食
べ
す
ぎ
る
と
い
っ

た
食
行
動
の
問
題
に
発
展
す
る
こ
と
が

あ
る
。

思
春
期
の
摂
食
症
の
背
景
に
は
、
本

人
の
気
質（
頑
張
り
す
ぎ
る
傾
向
、
い

わ
ゆ
る
優
等
生
的
な
特
性
）や
環
境
要

因（
遠
距
離
通
学
や
塾
通
い
）が
複
雑
に

絡
み
合
っ
て
い
る
。家
庭
内
ス
ト
レ
ス
、

学
校
で
の
ト
ラ
ブ
ル
、
給
食
の
強
制
に

よ
る
嫌
悪
体
験
、
急
性
疾
患
に
よ
る
身

体
症
状
な
ど
、
き
っ
か
け
は
実
に
様
々

で
あ
る
。

こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、「
ス
ト

レ
ス
」と
い
う
言
葉
の
扱
い
で
あ
る
。

良
か
れ
と
思
っ
て
伝
え
た
言
葉
で
あ
っ

肥
満
へ
の
強
い
恐
怖
や
体
型
へ
の
こ
だ
わ
り
が
起
因
と
な
り
、

最
悪
の
場
合
命
に
関
わ
る
危
険
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い「
思
春
期
神
経
性
食
思
不
振
」。

で
は
、管
理
栄
養
士
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
、

兵
庫
県
立
ひ
ょ
う
ご
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
の
鳥
井
隆
志
氏
が

具
体
例
を
交
え
て
紹
介
す
る
。

思春期のやせ症
〜管理栄養士として知っておきたい基本的な理解と対応〜

兵庫県立ひょうごこころの医療センター
栄養管理部　鳥井隆志

思春期神経性食思不振
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と
に
あ
る
。

回
復
過
程
は「
２
歩
進
ん
で
１
歩
下

が
る
」を
繰
り
返
す
時
期
が
あ
り
、
体

重
の
回
復（
１
年
以
内
）と
こ
こ
ろ
の
回

復（
２
年
以
上
）に
は
時
間
差
が
あ
る
こ

と
も
理
解
し
て
お
き
た
い
。

〈
回
避
・
制
限
性
食
物
摂
取
症（
Ａ
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
）〉

Ａ
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
は
、
神
経
性
や
せ
症
と

は
異
な
り
、
体
重
増
加
へ
の
恐
怖
や
や

せ
願
望
を
主
症
状
と
し
な
い
点
が
特
徴

で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
感
覚
過
敏
、

食
体
験
へ
の
恐
怖
、
体
調
不
良
へ
の
不

安
な
ど
を
背
景
に
、
十
分
な
食
事
摂
取

が
で
き
な
く
な
る
。

神
経
性
や
せ
症
で
は
体
重
や
体
型
に

対
す
る
歪
ん
だ
認
識
へ
の
対
応
が
重
要

と
な
る
の
に
対
し
、
Ａ
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
で
は

「
食
べ
る
こ
と
そ
の
も
の
」へ
の
不
安
や

恐
怖
に
寄
り
添
う
姿
勢
が
よ
り
求
め
ら

れ
る
。
そ
の
た
め
、
管
理
栄
養
士
は
食

事
量
や
栄
養
価
の
調
整
だ
け
で
な
く
、

本
人
が
安
心
し
て
摂
取
で
き
る
形
状
・

量
・
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
極
め
な
が
ら
支

援
す
る
必
要
が
あ
る
。

Ａ
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
の
場
合
、
神
経
性
や
せ

症
に
比
べ
て
病
識
が
あ
る
た
め
治
療
協

力
が
得
ら
れ
や
す
く
、
軽
症
で
改
善
す

る
例
も
多
い
。
し
か
し
、
低
栄
養
に
よ

る
認
知
機
能
の
低
下
や
強
い
恐
怖
心
か

ら
、
支
援
に
抵
抗
を
示
す
ケ
ー
ス
が
あ

る
点
に
は
注
意
し
た
い
。

い
ず
れ
の
病
型
に
お
い
て
も
、
背
景

に
は
子
ど
も
の
不
安
や
恐
怖
が
存
在
す

る
。
食
事
以
外
の
話
題
を
取
り
入
れ
て

情
緒
の
安
定
を
図
り
な
が
ら
支
援
を
行

う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
学
校

や
家
庭
の
状
況
を
見
直
し
、
子
ど
も
が

適
応
し
や
す
い
環
境
へ
と
調
整
す
る
こ

と
も
欠
か
せ
な
い
。

栄
養
教
育
に
お
い
て
は
、
低
栄
養
が

身
体
に
与
え
る
影
響
の
説
明
は
主
治
医

が
行
い
、
栄
養
に
関
す
る
一
般
的
教
育

は
管
理
栄
養
士
が
担
当
す
る
よ
う
に
分

担
す
る
と
ア
ド
ヒ
ア
ラ
ン
ス
が
向
上
し

や
す
い
。
回
復
期
は
、
飲
み
物
や
好
き

な
食
べ
物
な
ど
本
人
が
と
り
や
す
い

形
・
量
か
ら
練
習
を
は
じ
め
て
、
徐
々

に
摂
食
量
が
増
え
る
よ
う
に
支
援
す

る
。

成
長
期
特
有
の

栄
養
需
要
を
理
解
す
る

子
ど
も
は
食
べ
る
こ
と
で
栄
養
を
摂

取
し
、
基
礎
代
謝
と
身
体
活
動
を
満
た

し
て
か
ら「
成
長
」す
る
。
階
段
状
に
連

な
る
マ
ス（
身
体
）に
水（
栄
養
）を
満
た

す
イ
メ
ー
ジ
で
考
え
る
と
分
か
り
や
す

い
。
大
人
の
場
合
は
身
体
活
動
の
次
の

マ
ス
は
貯
蔵（
脂
肪
や
筋
肉
）だ
が
、
子

ど
も
で
は
成
長
需
要
の
マ
ス
が
あ
る
。

成
長
率
の
鈍
化
が
あ
れ
ば
、
成
長
の

上
流
に
あ
る
栄
養
問
題
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
。
特
に
思
春
期
は
、
誰（
本
人
・

家
族
な
ど
）が
蛇
口
を
捻
っ
て
い
る
か

を
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る（
図
）。

管
理
栄
養
士
と
し
て
の

基
本
姿
勢

最
後
に
、
思
春
期
の
摂
食
症
に
関
わ

る
管
理
栄
養
士
と
し
て
大
切
に
し
た
い

基
本
姿
勢
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。
大
人

も
子
ど
も
も
、
内
科
や
外
科
な
ど
の
身

体
疾
患
も
精
神
疾
患
も
、
管
理
栄
養
士

の
関
わ
り
に
大
差
は
な
い
。
対
象
者
と

信
頼
関
係
を
築
き
、
安
心
し
て
食
べ
ら

れ
る
方
法
を
見
つ
け
る
お
手
伝
い
を
す

る
こ
と
が
私
た
ち
の
役
割
で
あ
る
。

思
春
期
の
摂
食
症
へ
の
対
応
で
最
も

大
切
な
の
は
、「
子
ど
も
が
安
心
で
き

る
方
法
」を
一
緒
に
見
つ
け
て
い
く
姿

勢
で
あ
る
。
専
門
的
知
識
に
加
え
て
目

の
前
の
子
ど
も
の
不
安
や
困
り
ご
と
に

耳
を
傾
け
、
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
環

境
を
整
え
る
─
─
そ
れ
こ
そ
が
、
管
理

栄
養
士
に
で
き
る
重
要
な
支
援
と
言
え

る
だ
ろ
う
。

専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
活
か
す
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
重
要
だ
が
、
そ
れ
以
上

に
大
切
な
の
は
子
ど
も
の
安
心
に
寄
り

添
い
続
け
る
姿
勢
で
あ
る
。「
こ
の
子

に
と
っ
て
の
安
心
と
は
何
か
」を
と
も

に
探
す
こ
と
が
、
管
理
栄
養
士
の
本
質

的
な
役
割
と
言
え
る
。

小児疾患の栄養管理
─子どもの「食べる力」と未来を支える栄養ケア─

特集

誰（本人・家族など）が蛇口を捻っているかを
考えることが重要

①摂取量（投与量）が少ない

②代謝が亢進している

基礎代謝
身体活動

成長需要 貯蓄

③活動量が多い

あふれると
肥満

④
漏
出
が
あ
る

　吸
収
し
な
い

図　小児栄養のイメージ
出典：鳥井隆志「小児栄養のトリセツ」金原出版、2024年、P2図1
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の
食
歴
、
現
在
の
症
状
、
食
事
摂
取
量
、

持
ち
込
み
食
の
内
容
や
頻
度
を
確
認

し
、
栄
養
の
過
不
足
を
評
価
す
る
。
そ

の
う
え
で「
小
児
が
ん
と
栄
養
」の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト

2

を
用
い
、
治
療
中
に
起
こ

り
や
す
い
食
欲
の
変
化
、必
要
な
栄
養
、

症
状
別
の
対
応
に
つ
い
て
説
明
し
て
い

る
3
（
図
）。

症
例
検
討
会
議
で
は
、
食
事
摂
取
量

の
低
下
、
栄
養
不
良
、
口
腔
粘
膜
障
害
、

強
い
偏
食
、
心
理
・
社
会
的
要
因
に
よ

り
栄
養
支
援
が
難
し
い
患
児
な
ど
に
つ

い
て
、
多
職
種
で
情
報
共
有
し
対
応
を

検
討
し
て
い
る
。
造
血
細
胞
移
植
時
に

は
、有
害
事
象
の
発
生
率
が
高
い
た
め
、

訪
問
回
数
を
増
や
し
重
点
的
な
支
援
を

行
う
。味
覚
異
常
を
訴
え
る
児
も
多
く
、

表
現
可
能
な
小
児
に
はChem

othera-
py-induced T

aste A
lteration 

Scale

（
Ｃ
ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
）4

を
用
い
て
味

覚
異
常
の
状
況
を
確
認
し
、
具
体
的
な

対
応
を
説
明
し
て
い
る
。
移
植
前
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
や
新
規
が
ん
患
者
カ
ン
フ

ァ
レ
ン
ス
に
も
参
加
し
、
早
期
か
ら
の

は
じ
め
に

小
児
が
ん
は
、
一
般
的
に
０
〜
14
歳

に
発
症
す
る
が
ん
を
指
し
、
日
本
で
は

年
間
約
２
５
０
０
例
が
新
た
に
診
断
さ

れ
て
い
る
。
成
人
で
は
肺
が
ん
や
大
腸

が
ん
な
ど
の
固
形
が
ん
が
多
い
一
方
、

小
児
が
ん
で
は
白
血
病
、
脳
腫
瘍
、
リ

ン
パ
腫
が
多
く
、
神
経
芽
腫
な
ど
の
胎

児
性
腫
瘍
も
特
徴
的
で
あ
る
。
ま
た
、

15
〜
39
歳
はA

dolescent and Y
oung 

A
dult

（
Ａ
Ｙ
Ａ
）世
代
と
呼
ば
れ
、
小

児
に
好
発
す
る
骨
肉
腫
な
ど
に
加
え
、

成
人
に
多
い
が
ん
も
発
症
す
る
年
代
で

あ
り
、
15
〜
20
歳
で
は
年
間
約
９
０
０

例
が
が
ん
と
診
断
さ
れ
て
い
る
。

小
児
・
Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
の
が
ん
治
療
で

は
、
化
学
療
法
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る

一
方
で
食
欲
低
下
、
悪
心
・
嘔
吐
、
口

腔
粘
膜
障
害
な
ど
の
副
作
用
が
高
頻
度

に
み
ら
れ
る
。
放
射
線
療
法
や
造
血
細

胞
移
植
を
併
用
す
る
場
合
に
は
、
治
療

内
容
に
よ
っ
て
消
化
器
症
状
や
粘
膜
障

害
が
強
く
な
り
、
食
事
摂
取
量
の
低
下

や
栄
養
状
態
の
悪
化
に
つ
な
が
る
こ
と

も
少
な
く
な
い

1

。
さ
ら
に
、
長
期

入
院
に
よ
る
食
生
活
環
境
の
変
化
は
、

社
会
生
活
の
中
で
育
ま
れ
る
経
験
や
学

び
の
機
会
を
減
少
さ
せ
て
し
ま
う
。

入
院
か
ら
退
院
ま
で
の
栄
養
管
理

小
児
が
ん
の
栄
養
管
理
で
は
、
診
断

後
早
期
か
ら
の
介
入
が
重
要
で
あ
る
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
２
０
１
２
年
に
小

児
が
ん
栄
養
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

発
足
し
、
栄
養
状
態
の
悪
化
予
防
・
改

善
と
口
腔
粘
膜
障
害
予
防
を
目
的
に
、

月
1
回
の
症
例
検
討
会
議
を
行
っ
て
い

る
。
メ
ン
バ
ー
は
、
血
液
・
腫
瘍
科
医

師
、
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
医
師
、
管

理
栄
養
士
、
歯
科
衛
生
士
、
歯
科
医
師
、

薬
剤
師
、病
棟
看
護
師
、緩
和
ケ
ア
チ
ー

ム
看
護
師
、
小
児
が
ん
支
援
室
看
護
師

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
多
職
種
に
よ
る

包
括
的
な
検
討
を
通
じ
て
、
患
者
背
景

を
踏
ま
え
た
口
腔
ケ
ア
お
よ
び
経
口
・

経
腸
・
静
脈
栄
養
を
含
め
た
よ
り
良
い

提
案
が
可
能
と
な
る
。

新
規
患
者
に
は
担
当
医
か
ら
栄
養
指

導
指
示
箋
が
発
行
さ
れ
、
管
理
栄
養
士

と
歯
科
衛
生
士
が
そ
れ
ぞ
れ
訪
問
指
導

を
行
う
。
栄
養
指
導
で
は
、
こ
れ
ま
で

15
歳
未
満
が
罹
患
す
る「
小
児
が
ん
」。

医
療
の
進
歩
に
よ
り
70
％
以
上
が
治
癒
す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、治
療
に
耐
え
る

体
力
を
維
持
し
て
副
作
用
に
よ
る
食
欲
低
下
な
ど
を
乗
り
切
る
た
め
に
も
、

栄
養
管
理
は
必
須
だ
。神
奈
川
県
立
こ
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー
の
田
中
紀
子
氏
に
、

具
体
例
を
交
え
て
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
。

小児がんの栄養管理
─当センターの取り組み─

神奈川県立こども医療センター
医療技術部栄養管理科　田中紀子

小児がん
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情
報
共
有
に
努
め
て
い
る
。
必
要
時
に

は
、
退
院
後
も
栄
養
指
導
で
サ
ポ
ー
ト

す
る
。

症
状
に
応
じ
た
栄
養
支
援

「
食
べ
ら
れ
な
い
」と
い
っ
て
も
、
嘔

気
、
気
分
の
落
ち
込
み
、
口
内
炎
、
下

痢
、
味
覚
・
嗅
覚
異
常
な
ど
そ
の
背
景

は
治
療
経
過
等
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で

あ
る
た
め
、
原
因
を
確
認
し
な
が
ら
対

応
を
提
案
し
て
い
る
。
一
方
で
、
ス
テ

ロ
イ
ド
使
用
時
な
ど
に
み
ら
れ
る
過
食

に
対
し
て
は
、
低
カ
ロ
リ
ー
食
品
の
紹

介
や
食
環
境
の
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
の
場
合
も
、
児
は
症
状
や
思
い

を
十
分
に
表
現
で
き
な
い
こ
と
を
踏
ま

え
、
家
族
や
看
護
師
、
保
育
士
か
ら
日

常
の
様
子
を
聞
き
取
り
、
対
応
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

イ
ベ
ン
ト
食

食
を
楽
し
む
機
会
や
社
会
生
活
の
中

で
得
ら
れ
る
経
験
が
少
し
で
も
で
き
る

よ
う
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
２
０
１
２
年

か
ら
イ
ベ
ン
ト
給
食
を
実
施
し
て
い

る
。
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
感
染
拡
大
時
に

は
、
感
染
対
策
の
た
め
従
来
の
集
合
型

か
ら
病
室
訪
問
へ
切
り
替
え
る
な
ど
、

工
夫
し
な
が
ら
継
続
し
大
変
喜
ば
れ

た
。
現
在
は
、
幼
児
病
棟
、
小
児
病
棟
、

ク
リ
ー
ン
病
棟
で
年
２
〜
３
回
、
病
棟

担
当
管
理
栄
養
士
が
保
育
士
・
看
護
師

と
協
力
し
て
企
画
・
実
施
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
小
児
が
ん
支
援
室
が
主
催
す

る
Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
を
対
象
と
し
た
映
画
鑑

賞
会
で
は
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
や
ピ
ザ
を

用
意
し
て
少
し
で
も「
日
常
」を
感
じ
前

向
き
な
気
持
ち
に
な
る
よ
う
支
援
す

る
。実

施
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
児
・

家
族
の
満
足
度
が
高
い
こ
と
が
示
さ
れ

て
い
る
。

ま
た
、
本
支
援
は
そ
の
後
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
す
る
う
え
で

も
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
当
日
児
の
表
情
や
家
族
の
思

い
に
触
れ
る
こ
と
で
、
食
を
通
じ
た
支

援
の
意
義
を
改
め
て
実
感
し
そ
の
継
続

の
必
要
性
を
認
識
し
た
。

緩
和
ケ
ア
・
家
族
支
援

緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
に
は
専
任
管
理
栄

養
士
を
１
名
配
置
し
、
状
態
が
悪
化
す

る
前
か
ら
必
要
な
栄
養
支
援
を
検
討
で

き
る
よ
う
情
報
共
有
を
行
っ
て
い
る
。

児
だ
け
で
な
く
、
家
族
を
含
め
た
支
援

に
つ
な
げ
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
月
１
回
開
催
さ
れ
る
家
族
サ

ロ
ン
で
は
小
児
が
ん
支
援
室
が
中
心
と

な
り
、
家
族
同
士
が
対
話
で
き
る
場
を

設
け
て
い
る
。
そ
の
う
ち
年
４
回
は
、

小
児
が
ん
栄
養
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

の
メ
ン
バ
ー
が
10
〜
15
分
程
度
の
講
義

を
担
当
し
、
治
療
中
の
食
事
や
栄
養
に

関
す
る
家
族
の
疑
問
に
答
え
て
い
る
。

当
日
参
加
で
き
な
い
家
族
に
対
し
て

は
、
講
義
内
容
を
動
画
で
共
有
し
て
い

つ
で
も
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

る
。
質
問
は
随
時
受
け
付
け
、
継
続
的

な
支
援
に
つ
な
げ
て
い
る
。

お
わ
り
に

小
児
が
ん
の
栄
養
管
理
は
、
治
療
に

伴
う
症
状
へ
の
対
応
だ
け
で
な
く
成

長
・
発
達
や
心
理
面
、
家
族
の
思
い
に

も
配
慮
し
た
支
援
に
加
え
て
、
診
断
後

早
期
か
ら
の
多
職
種
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト

に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
。今
後
も
、

患
児
と
家
族
が
安
心
し
て
治
療
に
臨
め

る
よ
う
、
栄
養
管
理
を
基
盤
と
し
た
支

援
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

小児疾患の栄養管理
─子どもの「食べる力」と未来を支える栄養ケア─

特集
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児・保育士が作成したチケットでソフトクリーム屋さんを演出

長い入院生活の中、時 は々一時
退院してもこのようなお店屋さんに
は行くことができないので、本当の
お店のようで楽しかったです。何日
も前から本人とても楽しみにしてお
り、当日も楽しい時間を過ごせまし
た！ ありがとうございました！
（5歳児家族、入院期間約11カ月）

※ 本掲載にあたり、家族の同意を得ている

図　治療中の食対応について	 出典：小児がんと栄養２）

有

無

食
欲

できるだけ経口摂
取を続け、食べられ
るもの少量でも摂
る。症状に合わせた
食事の工夫を行う。

食事のバランスも
考えて嫌いな物に
もチャレンジ。次の
治療に備えてしっ
かり栄養を蓄える。

体調の良い時、悪
い時でメリハリをつ
けると良いでしょう。

食欲低下
粘膜障害
骨髄抑制

食欲改善
骨髄回復

治療 治療 治療

イベントアンケート
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完
全
除
去
の
場
合
で
も
、
調
味
料
な
ど

使
用
で
き
る
も
の
も
あ
る
。
②
は
、
ア

レ
ル
ギ
ー
表
示
の
ル
ー
ル
を
理
解
し
、

適
切
な
食
品
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
。

③
は
、
除
去
食
に
よ
り
不
足
し
が
ち

な
栄
養
素
を
補
充
す
る
こ
と
を
指
導
す

る
。
特
に
牛
乳
ア
レ
ル
ギ
ー
の
場
合
、

カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
に
留
意
す
る
。④
は
、

加
熱
に
よ
り
抗
原
性
が
変
化
し
な
い
牛

乳
や
小
麦
は
た
ん
ぱ
く
質
量
を
換
算
す

る
こ
と
で
、
食
べ
ら
れ
る
食
品
の
種
類

を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
指
導
は
、
子
ど
も
が
乳
児
・

幼
児
期
の
場
合
は
保
護
者
へ
の
説
明
が

中
心
と
な
る
が
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分

の
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
理
解
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
く
る
と
、
理
解
度
に
合

わ
せ
子
ど
も
達
へ
も
説
明
を
行
う
。
ま

ず
は
自
分
の
ア
レ
ル
ギ
ー
を
言
え
る
よ

う
に
、
次
に
ア
レ
ル
ギ
ー
表
示
を
確
認

し
、
食
べ
ら
れ
る
も
の
を
選
べ
る
よ
う

に
す
る
な
ど
、
実
生
活
に
沿
っ
た
指
導

を
行
う
。

は
じ
め
に

本
来
体
に
害
が
あ
る
も
の
対
し
て
働

く
免
疫
シ
ス
テ
ム
が
、
無
害
な
も
の
に

対
し
て
過
剰
に
反
応
し
て
し
ま
う
状
態

を
ア
レ
ル
ギ
ー
と
い
う
。
令
和
６
年
の

東
京
都
の
調
査
で
は
、
３
歳
ま
で
に

65
・
４
％
の
子
ど
も
達
に
何
ら
か
の
ア

レ
ル
ギ
ー
症
状
が
み
ら
れ
、
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
と
診
断
さ
れ
た
の
は
、
10
・

８
％
だ
っ
た

1

。
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

に
は
Ｉ
ｇ
Ｅ
が
関
与
す
る
も
の
と
し
な

い
も
の
が
あ
り
、
Ｉ
ｇ
Ｅ
が
関
与
す
る

も
の
の
代
表
的
な
も
の
に
即
時
型
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
。
本
稿
で
は
主
に

即
時
型
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
述

べ
る
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
治
療
・
管
理

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
治
療
・
管
理
の

原
則
は
、「
正
し
い
診
断
に
基
づ
い
た

必
要
最
小
限
の
原
因
食
物
の
除
去
」で

あ
る

2

。
診
断
は
、
食
物
摂
取
に
よ
る

即
時
型
症
状
の
誘
発
と
原
因
食
品
へ
の

特
異
的
Ｉ
ｇ
Ｅ
抗
体
の
証
明
に
よ
っ
て

行
わ
れ
る
。
特
異
的
Ｉ
ｇ
Ｅ
抗
体
の
証

明
目
的
で
行
わ
れ
る
検
査
に
は
特
異
的

Ｉ
ｇ
Ｅ
抗
体
検
査
や
皮
膚
プ
リ
ッ
ク
試

験
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
だ
け
で
確
定
す

る
も
の
で
は
な
く
、
食
物
の
摂
取
歴
や

症
状
の
再
現
性
を
合
わ
せ
て
判
断
さ
れ

る
。再

現
性
の
評
価
に
は
、
食
物
経
口
負

荷
試
験（
以
下
、
Ｏ
Ｆ
Ｃ
）が
実
施
さ
れ

る
こ
と
も
あ
る
。
Ｏ
Ｆ
Ｃ
は
、
診
断
目

的
の
他
に
、
安
全
に
摂
取
で
き
る
量
の

決
定
や
、
耐
性
獲
得
の
評
価
の
た
め
に

も
行
わ
れ
る
。
診
断
後
は
基
本
的
に
原

因
食
品
の
除
去
を
行
う
が
、
安
全
に
摂

取
で
き
る
量
が
判
断
さ
れ
た
場
合
、
部

分
的
な
除
去
解
除
を
行
う
こ
と
も
あ
る
。

近
年
、
経
口
免
疫
寛
容
の
誘
導
を
期
待

し
て
、
Ｏ
Ｆ
Ｃ
に
基
づ
く
安
全
摂
取
可

能
範
囲
の
摂
取
を
積
極
的
に
勧
め
る
場

合
も
あ
る
。

栄
養
食
事
指
導

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
栄
養
食
事
指
導

の
ポ
イ
ン
ト
は
①
不
必
要
な
除
去
の
確

認
、
②
安
全
性
の
確
保
、
③
食
生
活
の

評
価
と
指
導
、
④“
食
べ
ら
れ
る
範
囲
”

の
具
体
的
な
指
導
─
─
と
な
る

3

。
①

は
、
ア
レ
ル
ゲ
ン
が
含
ま
れ
る
食
品
の

正
し
い
情
報
を
伝
え
る
こ
と
で
あ
る
。

小
児
か
ら
成
人
ま
で
幅
広
く
認
め
ら
れ
、症
状
の
種
類
も
多
い
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
。

で
は
、小
児
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
し
て
、管
理
栄
養
士
は

ど
の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る
の
か
。
福
岡
市
立
こ
ど
も
病
院
の
伴
尚
子
氏
に
、

具
体
的
な
医
療
現
場
で
の
事
例
を
交
え
て
紐
解
い
て
も
ら
っ
た
。

小児の食物アレルギーの 
栄養管理

福岡市立こども病院栄養管理室
管理栄養士　伴 尚子

食物アレルギー
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成
人
移
行
支
援

２
０
１
４
年
、
２
０
２
３
年
と
小
児

科
学
会
か
ら
移
行
期
医
療
の
概
念
が
提

示
さ
れ
、
各
施
設
で
成
人
移
行
支
援
が

実
施
さ
れ
て
い
る
。
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

の
場
合
、
小
児
期
発
症
の
多
く
は
耐
性

獲
得
に
よ
り
年
齢
が
あ
が
る
に
つ
れ
て

食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
し

か
し
一
部
は
、
成
人
期
へ
持
ち
越
す
こ

と
が
あ
る
。
園
や
学
校
は
管
理
さ
れ
た

環
境
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
自
身
が
困

る
こ
と
は
多
く
な
い
。
し
か
し
、
行
動

範
囲
の
広
が
り
に
伴
い
自
己
管
理
能
力

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
た

め
子
ど
も
達
が
安
全
に
、
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
に
、
知
識
と
実
践
力
の

獲
得
を
目
的
と
し
た
支
援
が
重
要
に
な

る
。具

体
的
に
は
、
症
状
が
誘
発
さ
れ
た

際
に
備
え
て
内
服
薬
や
ア
ド
レ
ナ
リ
ン

自
己
注
射
薬
の
携
帯
の
必
要
性
の
理
解

と
、
万
が
一
の
場
合
に
投
薬
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
準
備
す
る
。
ま
た
、

自
分
の
摂
取
可
能
範
囲
の
判
断
や
体

調
、
運
動
な
ど
に
よ
る
症
状
誘
発
リ
ス

ク
の
理
解
な
ど
も
必
要
だ
。
周
囲
へ
の

適
切
な
伝
え
方
な
ど
も
重
要
で
あ
り
、

本
人
の
思
い
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
成

人
期
へ
の
移
行
を
支
援
す
る
。

当
院
で
の
管
理
栄
養
士
の
関
わ
り

当
院
は
27
の
診
療
科
か
ら
な
る
小
児

専
門
病
院
で
あ
り
、
ア
レ
ル
ギ
ー
専
門

医
の
も
と
で
、
年
間
６
１
５
件
、
年
齢

中
央
値
４
歳（
月
齢
６-

18
歳
）の
Ｏ
Ｆ

Ｃ
が
実
施
さ
れ
た（
２
０
２
５
年
度
実

績
）。
負
荷
食
品
は
鶏
卵（
卵
白
）１
５

５
件（
25
％
）、牛
乳
１
０
９
件（
18
％
）、

く
る
み
78
件（
13
％
）、
小
麦
69
件

（
11
％
）が
上
位
を
占
め
た
。

管
理
栄
養
士
は
日
本
小
児
臨
床
ア
レ

ル
ギ
ー
学
会
が
認
定
し
て
い
る
小
児
ア

レ
ル
ギ
ー
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー（Pedi-

atric A
llergy Educator

：
Ｐ
Ａ
Ｅ
）

の
資
格
を
有
し
、
栄
養
の
知
識
だ
け
で

な
く
ア
レ
ル
ギ
ー
の
専
門
的
な
知
識
を

も
っ
て
患
者
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
治
療
目
的
以
外
で
も

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
っ
て
入
院
し
た

児
に
は
、
給
食
委
託
業
者
と
連
携
し
治

療
目
的
を
第
一
優
先
と
し
た
ス
ム
ー
ズ

な
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
の
提
供
を
行
っ

て
い
る
。
こ
こ
で
は
Ｏ
Ｆ
Ｃ
で
入
院
し

た
児
の
支
援
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
検

査
は
主
に
１
泊
２
日
で
実
施
し
、
事
前

に
医
師
を
は
じ
め
と
す
る
多
職
種
で
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
っ
て
検
査
食
と
負

荷
量
等
に
つ
い
て
確
認
す
る
と
と
も

に
、
発
達
特
性
に
よ
る
食
の
こ
だ
わ
り

な
ど
Ｏ
Ｆ
Ｃ
に
影
響
す
る
児
の
特
徴
に

つ
い
て
共
有
し
、
対
応
を
確
認
し
て
い

る
。
当
日
は
検
査
食
と
昼
食
か
ら
の
食

事
提
供
を
行
う
。
検
査
開
始
前
に
、
保

護
者
へ
事
前
の
外
来
診
察
時
に
記
入
し

て
も
ら
っ
た
給
食
対
応
の
た
め
の
ア
レ

ル
ギ
ー
問
診
表
の
記
載
内
容
の
最
終
確

認
と
、
直
近
の
児
の
ア
レ
ル
ギ
ー
食
品

の
摂
取
状
況
等
を
把
握
し
、
医
師
と
共

有
す
る
。
検
査
で
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
食

品
を
摂
取
す
る
恐
怖
心
や
抵
抗
感
な
ど

か
ら
検
査
が
進
ま
な
い
ケ
ー
ス
も
少
な

く
な
い
。
看
護
師
やH

ospital Play 
Specialist

（
Ｈ
Ｐ
Ｓ
）と
連
携
し
、
管

理
栄
養
士
は
検
査
食
の
食
べ
方
の
工
夫

な
ど
を
支
援
す
る
。
検
査
終
了
後
は
、

結
果
に
基
づ
き
除
去
の
方
法
、
摂
取
可

能
量
の
安
全
な
食
べ
方
、
継
続
摂
取
に

よ
る
耐
性
獲
得
に
つ
い
て
医
師
の
指
示

の
も
と
に
指
導
す
る
。

退
院
後
も
外
来
に
お
い
て
定
期
的
な

フ
ォ
ロ
ー
を
行
い
な
が
ら
、
児
と
そ
の

家
族
が
安
心
し
て
日
常
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
る
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
児
は
そ
の
他
の
ア
レ

ル
ギ
ー
疾
患
を
合
併
し
て
い
る
こ
と
が

多
く
、
児
の
日
常
生
活
を
多
角
的
、
包

括
的
に
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
、
医
師
と
相

談
し
な
が
ら
必
要
時
に
は
Ｐ
Ａ
Ｅ
看
護

師
や
Ｐ
Ａ
Ｅ
薬
剤
師
と
連
携
し
、
多
職

種
で
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

結
語小

児
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
栄
養
管

理
は
、
成
長
段
階
に
応
じ
て
目
的
や
支

援
内
容
が
変
化
す
る
。
管
理
栄
養
士
は

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
知
識
だ
け
で
な

く
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
と
発
達
に
合

わ
せ
た
支
援
が
求
め
ら
れ
る
。

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
ご
助
言
を
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
日
頃
か
ら
多
大
な
る
ご
指

導
を
賜
っ
て
い
ま
す
福
岡
市
立
こ
ど
も
病
院

ア
レ
ル
ギ
ー
・
呼
吸
器
科
科
長
手
塚
純
一
郎

医
師
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

日
々
の
ア
レ
ル
ギ
ー
の
栄
養
管
理
業
務
に
お

い
て
ご
助
言
、
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
同
ア
レ
ル
ギ
ー
・
呼
吸
器
科
医
師
の
先

生
方
に
も
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

小児疾患の栄養管理
─子どもの「食べる力」と未来を支える栄養ケア─

特集
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